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福
州
宋
版
大
蔵
経
の
研
究

　
―
― 

宋
版
一
切
経
の
「
一
板
五
面
三
十
行
」
に
関
す
る
一
考
察 

―
―

牧
　
野
　
　
和
　
夫

　
本
稿
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
上
海
師
範
大
学
の
仏
教
研
究
所
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た「
漢
語
大
蔵
経
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
発
表
し
た「
宋
版
一
切
経
の「
一
板
五
面
三

十
行
」に
関
す
る
一
考
察
」の
日
本
語
版（
一
部
に
若
干
の
補
記
を
※
を
付
し
て
加
え

た
）で
あ
る
。
中
国
語
訳（
原
邃
訳
）は
、
発
表
当
日
刊
の
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
論

文
集
に
収
載
さ
れ
た
が
、
改
め
て
方
廣
　
氏
編『
蔵
外
仏
教
研
究
』十
四
集（
二
〇
一

〇
年
八
月
刊
　
中
国
人
民
大
学
出
版
）に
再
録
さ
れ
た
。
続
考
を
二
〇
一
一
年
九
月

二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た「
宋
版
雕
印
研
討
会
」（
於
上
海
図
書
館
）に
お
い
て
口
頭
発

表
し
た
が
、
近
く
中
国
で
刊
行
さ
れ
る
論
集
に
収
載
予
定
で
あ
る
。

　
　
は
じ
め
に

　
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
に
関
し
て
、
現
存
本
の「
実
物
」に
即
し
た
調
査

研
究
を「
刊
・
印
・
修
」の
識
別
に
留
意
し
つ
つ
、
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
過
程
で
、
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る

”事
実
“
に
関
し
て
報
告
さ
せ
て
頂

く
。
な
お
、
本
研
究
は
醍
醐
寺
・
知
恩
院
・
東
寺
・
本
源
寺
蔵
の
東
禅
寺
・
開
元

寺
両
版
の
一
切
経
を
軸
に
行
っ
た
も
の
で
、
御
所
蔵
の
寺
院
・
文
庫
・
諸
機
関
の

格
別
な
御
配
慮
の
賜
物
で
あ
り
、
研
究
分
担
・
協
力
者
と
し
て
中
村
一
紀
・
梶
浦

晉
・
渡
辺
信
和
・
斉
藤
隆
信
・
柏
崎
順
子
の
同
学
諸
氏
、
多
く
の
院
生
の
ご
協
力

に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
”五
面
一
板
“
と
い
う
こ
と（
一
） 

―
”知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
“
―

　
宋
版
一
切
経
の
内
、
東
禅
寺
・
開
元
寺
両
版
は
、
一
板
六
面
を
基
本
に
し
て
構

成
さ
れ
る
版
経
で
あ
る
が
、
時
に

”五
面
一
板
“
の
混
入
す
る
こ
と
は
、
研
究
者

に
気
づ
か
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、『
日
本
書
誌
学
辞
典
』（
一
九
九
九
年
三
月
、
岩
波
書
店
）「
東
禅
寺
版
蔵

経
」項
に
は「
中
国
北
宋
の
元
豊
三
年（
一
〇
八
〇
）か
ら
政
和
二
年（
一
一
一
二
）に
か

け
て
、
慧
空
大
師
冲
真
ら
の
発
願
で
福
建
省
福
州
の
東
禅
寺
等
覚
院
で
開
版
さ
れ

た
私
版「
大
蔵
経
」。
五
八
〇
函
六
一
〇
八
巻
。
装
訂
は
帖
装
本
、
版
式
は
毎
半
三
十

な
い
し
三
十
六
行
、
行
十
七
字
、
毎
半
折
六
行
。
」と
あ
る
。「
毎
半
三
十
な
い
し
三

十
六
行
、
行
十
七
字
、
毎
半
折
六
行
」と
い
う
こ
と
は
、
一
板
五
面
三
十
行
の
存
在
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を
み
と
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
辞
典「
開
元
寺
版
蔵
経
」項
に
は「
版
式
は
毎
版

三
十
行
、
行
十
七
字
、
毎
半
折
六
行
」と
あ
る
が
、
一
板
六
面
毎
面
六
行
の
計
一
板

三
十
六
行
を
基
本
と
す
る
こ
と
は
確
実
で
、「
毎
版
三
十
行
」と
の
記
述
は
不
審
で
あ

る
が
、「
三
十
行
」即
ち
、
一
板
五
面
毎
面
六
行
の
計
一
板
三
十
行
の
存
在
を
認
め
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
”一
板
五
面
“
の
存
在
す
る
こ
と
が
持
つ
意
味
と
詳
細
に
つ
い
て
は
、

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
”看
過
“
状
態
が
続
い
て
き
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　
昨
年
調
査
を
了
え
た
手
元
の
資
料
群
の
な
か
か
ら
、
具
体
的
に
知
恩
院
蔵
宋
版

一
切
経
の『
尼
羯
磨
巻
下
八
』一
帖
に
即
し
て
、
例
示
す
る
な
ら
ば
、

　

　
表
の
見
方
を
示
す
な
ら
ば
、「
題
記
　
Ｇ
」は「
福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
傳
法
沙
門

智
賢
謹
募
衆
縁
恭
為
…
」に
始
ま
る
三
行
の
題
記
で
あ
る（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は『
本

源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
調
査
報
告
』〈
一
九
七
九
年
三
月
、
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究

所
〉所
載
題
記
一
覧
の
通
し
番
号
、
以
下
同
じ
）。「
一
板
」は
第
一
板
で
あ
る
こ
と
を

指
し
、「
六
面
」は
三
箇
の
山
折
を
持
ち
一
板
分
で
六
面
合
計
三
十
六
行
に
及
ぶ
も
の

で
あ
る
。「
柱
」は
ほ
ぼ
第
一
面
と
第
二
面
の
折
目
に
存
し
、
上
方
に「
一
」と
刻
し
て

板
数
を
標
す
る
も
の
で
あ
る
。
第「
二
板
」以
下
も
同
様
で
あ
る
。
知
恩
院
蔵
宋
版
一

切
経
の
内
、『
尼
羯
磨
巻
下
』（
千
字
文「
入
」）一
帖
は
、
一
板
一
紙
、
合
計
十
八
板
十

八
紙
で
構
成
さ
れ
る
、
刻
工「
付
得
」の
手
に
係
る
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
第
九
板
の

み
が
一
板
一
紙
五
面
三
十
行
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
調
査
進
行
中
の
知
恩
院
の
二
〇
〇
四
年
度
調
査
分
に
関
し
て
、
二
十
八
帖
分
の

「
五
面
一
板
」の
有
無
・
位
置
状
況
を
一
覧
表
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

経名� 尼羯磨巻下八　　出四分律
題記� Ｇ

1板
2板
3板
4板
5板
6板
7板
8板
9板
10板
11板
12板
13板
14板
15板
16板
17板
18板

刻工名・施財刊語
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
付得

柱
一

入　八巻　二
入　八巻　三
入　八巻　四
入　八巻　五
入　八巻　六
入　八巻　七
入　八巻　八
入　八巻　九
入　八巻　十
入　八巻　十一
入　八巻　十二
入　八巻　十三
入　八巻　十四
入　八巻　十五
入　八巻　十六
入　八巻　十七
十八紙尾

面数
6
6
6
6
6
6
6
6
5
6
6
6
6
6
6
6
6
4面了
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題記

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

ナシ（空白）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

5面1板の位置

11板

9板

10板

12板

8板

5面ナシ

8板

5面ナシ

8板

5面ナシ

8板

9板

9板

8板

5面ナシ

10板

16板

9板

14板

16板

11板

12板

17板

12板

14板

9板

12板

12板

寺

東

東

東

東

開

開

開

開

開

開

開

開

開

開

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

総板数

23板

18板

19板

24板

14板

11板

15板

13板

15板

12板

15板

15板

16板

15板

17板

19板

31板

18板

28板

31板

22板

24板

34板

24板

27板

18板

24板

23板

千字文

受

受

受

受

孝

孝

孝

孝

孝

孝

孝

孝

孝

孝

訓

訓

訓

訓

訓

訓

入

入

入

入

入

入

入

入

巻数

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

経名

五分比丘尼戒本一

四分戒本二

四分戒本三

四分比丘尼戒本五

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

摂大乗論釈

百一羯磨法一

十誦羯磨比丘要用二

弥沙塞羯磨本三

優波離問経四

曇無徳律部雑羯磨五

羯磨一巻六

四分律刪補隋機羯磨巻下二

四分僧羯磨巻下五

曇無徳部四分律刪補隋機羯磨序一

四分僧羯磨巻中四

尼羯磨巻中七

尼羯磨巻下八

四分僧羯磨巻上并序三

尼羯磨巻上并序六

両面刷

○

○

○

○

○

〈知恩院〉
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一
覧
表
の
見
方
は
、
前
掲
の
知
恩
院
蔵『
尼
羯
磨
巻
下
』と
基
本
的
に
同
じ
で
あ

る
。
一
行
目
の『
五
分
比
丘
尼
戒
本
』は
巻
一
、
千
字
文
番
号「
受
」。
一
板
一
紙
六

面
、
毎
面
六
行
の
三
十
六
行
を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
る
が
、
第
十
一
板
の
み
一

板
一
紙
五
面
三
十
行
で
あ
る
。「
寺
」項
の「
東
」は
東
禅
寺
版
、「
開
」は
開
元
寺
版

で
、
題
記「
Ｇ
」は
前
掲
の
通
り
で
あ
る
。「
両
面
刷
」の
項
は
、
料
紙
の
表
か
ら
裏
へ

刷
印
が
及
ぶ
も
の
に
は「
○
」で
標
示
す
る
。

　
こ
の
二
十
八
帖
か
ら

”一
板
五
面
“
の
状
況
を
説
明
し
て
お
く
。

　
留
意
す
べ
き
点
は
、
受
・
訓
・
入
の
三
箱
十
八
帖
は
東
禅
寺
版
で
あ
り
、
孝
の

一
箱
十
帖
は
開
元
寺
版
で
、
い
づ
れ
の
箱
に
も

”一
面
五
板
“
を
含
む
帖
が
複
数

現
存
し
て
い
る

”事
実
“
で
あ
る
。

　
知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
是
澤
恭
三「
知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
の
伝

来
に
就
い
て
」（『
南
都
仏
教
』三
十
五
号
、
一
九
七
五
年
）に
よ
っ
て
、
宗
像
社
現
蔵

の
重
要
文
化
財
と
し
て
周
知
の
色
定
法
師
一
筆
一
切
経
の
底
本
と
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
の
推
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
九
州
大
学
の
行
っ
た
平
成
時
の
再
調
査
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
新
知
見（
調
書
を

披
見
し
確
認
。
宗
像
社
文
化
財
保
存
課
の
御
厚
意
に
よ
る
）を
も
っ
て
見
直
す
と

き
、
知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
を
色
定
法
師
一
筆
一
切
経
の
底
本
と
す
る
推
論
に
多

く
の
不
審
点
が
浮
上
し
て
き
た
が
、
現
在
迄
、
解
明
さ
れ
ず
残
さ
れ
て
き
た
。

従
っ
て
是
澤
説
は
、
殆
ど

”採
用
“
さ
れ
る
こ
と
な
く
経
過
し
て
き
た
が
、
そ
の

後
の
知
恩
院
蔵
一
切
経
の
補
充
調
査
に
基
づ
く
再
調
査（
進
行
中
）に
拠
る
新
た
な
事

実
も
確
認
さ
れ
、
知
恩
院
蔵
宋
版
一
切
経
は
、
宗
像
社
旧
蔵
と
し
て
知
ら
れ
た
博

多
の

”宋
商
人
“
将
来
の
刊
一
切
経
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。
日
本

の
平
安
後
末
期
の
書
写
一
切
経
で
底
本
が
判
明
し
、
而
も
現
存
す
る
舶
載
宋
版
一

切
経
と
解
明
で
き
た
も
の
は
お
そ
ら
く
色
定
法
師
書
写
一
切
経
が
初
め
て
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
な
報
告
は
別
に
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

　
五
面
一
板
三
十
行
の
板
の
位
置
と
、
総
板
数
と
の
関
係
を
示
す
な
ら
ば
、
東
禅

寺
版
で
は
五
面
一
板
は
第
九
板
か
ら
第
十
七
板
迄
存
在
す
る
。
第
九
板
が
五
面
の

場
合
、
総
板
数
は
十
八
板
で
、『
四
分
戒
本
』巻
二
、『
優
婆
離
問
答
』、『
尼
羯
磨
巻

下
』が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
第
十
板
が
五
面
の
場
合
は
、
総
板
数
十
九
板
が『
四
分
戒
本
』巻
三
、『
十
誦
羯
磨

比
丘
要
用
』巻
二
の
二
帖
あ
り
、
第
十
一
板
が
五
面
の
ケ
ー
ス
は
、
総
板
数
二
十
二

板
が『
四
分
律
刪
補
隋
機
羯
磨
』巻
下
の
一
帖
、
総
板
数
二
十
三
板
が『
五
分
比
丘
尼

戒
本
』巻
一
の
一
帖
で
あ
る
。

　
第
十
二
板
が
五
面
で
、
総
板
数
二
十
三
板
は
一
帖
、
総
板
数
二
十
四
板
は
三

帖
、
な
ど
で
あ
る
。
総
板
数
十
七
板（
※
総
板
数
十
八
板
の
も
の
で
は
、
五
面
一
板

の
有
無
が
一
定
し
て
い
な
い
）に
は
、
五
面
一
板
は
な
い
。

　
開
元
寺
版
に
移
る
。
五
面
一
板
が
第
八
板
の
場
合
、『
摂
大
乗
論
釈
』巻
一
は
総
板

数
十
四
板
、
同
巻
三
、
五
、
七
は
総
板
数
十
五
板
で
あ
る
。
五
面
一
板
が
第
九
板

で
は
、
同
巻
八
が
総
板
数
十
五
、
同
巻
九
が
総
板
数
十
六
板
で
あ
る
。
総
板
数
十

二
・
十
三
板
以
下（
※
但
し
、
総
数
十
三
板
の
も
の
で
五
面
一
板
の
存
在
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
）に
は
五
面
一
板
は
な
い
。

　
　
二
、
”一
板
五
面
“
と
い
う
こ
と（
二
）

　
醍
醐
寺
蔵
・
本
源
寺
蔵
の
刊
一
切
経
に
お
け
る

”五
面
一
板
“
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
示
す
な
ら
ば
、
次
の
如
き
一
覧
表
と
な
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
・
本
源
寺
蔵
本
の

昨
年
度
ま
で
の
調
査
分
か
ら
サ
ン
プ
ル
的
に
採
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。



実践女子大学文学部　紀要　第53集

－5－

Ｎ系題記（新出）：「福州衆縁寄開元寺雕経都會蔡俊臣陳詢陳靖劉漸與證會住持沙門本明恭為／今上皇帝祝延聖壽文武官僚同資禄
位雕造／毘盧大蔵経印板一副計五百餘函時政和乙未歳六月日勧縁沙門行崇謹題」

千字文
夫
夫
夫
夫
夫
夫
夫
夫
夫
當
當
當
當
當
當
當
當
當
當
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
天
天
天
天
天
天
天
天
天
天
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

5面1板の位置
5面ナシ
9板
5面ナシ
10板
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
9板
10板
5面ナシ
10板
10板
11板
5面ナシ
10板
10板
10板
10板
11板
11板
10板
10板
11板
12板
8板
8板
7板
7板
7板
7板
7板
7板
7板
7板
8板
8板
8板
8板
8板
8板
7板
8板
8板
8板

寺
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開
開

題記
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
F
F
F
F
F
F
F
F
F 
F
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系
N系

総板数
16板
18板
17板
19板
15板
17板
18板
17板
15板
16板
16板
16板
18板
19板
14板
20板
19板
21板
16板
19板
19板
19板
18板
21板
21板
19板
19板
20板
22板
14板
15板
13板
14板
14板
14板
14板
14板
14板
14板
15板
14板
14板
14板
14板
14板
13板
16板
14板
16板

巻数
二十一
二十二
二十三
二十四
二十五
二十六
二十七
二十八
二十九
一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
五十一
五十二
五十三
五十四
五十五
五十六
五十七

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
十一
十二
十三
十四
十五
十六
十七
十八
十九
二十

経名
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
四分律蔵
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
摂大乗論
十誦律
十誦律
十誦律
十誦律
十誦律
十誦律
十誦律
十誦律毘尼巻上九
十誦律毘尼巻中十
十誦律毘尼巻下十一
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経
大般若波羅蜜多経

両面刷

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

〈醍醐寺〉
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続高僧伝
続高僧伝
続高僧伝
続高僧伝
続高僧伝
続高僧伝
続高僧伝
弘明集
弘明集
弘明集
弘明集
弘明集
弘明集
弘明集
廣弘明集
廣弘明集
亦字音義
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集

廣弘明集

聚字音義
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集
廣弘明集

廣弘明集

…明王鳥樞瑟摩明王
経巻下
大教王経
阿　多羅陀羅尼阿　
力品
大寶廣博楼閣善住秘
密陀羅尼経
三経同巻（葉衣観自
在菩薩経ほか）
二巻同巻（阿閃如来
念誦供養法ほか）
二巻九巻（佛説一切
如来金剛三業最上秘
密ほか）

法華文句

摩訶止観

摩訶止観
摩訶止観
摩訶止観輔行傳弘決
傳法正宗記
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論
大方廣佛華厳経合論

達
達
承
承
承
承
承
集
集
集
集
墳
墳
墳
典
典
亦
亦
亦
亦
亦
亦
亦

亦

聚
聚
聚
聚
聚
聚
聚

聚

廻

廻

漢

悦

感

感

俊

ナシ

ナシ

ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ
ナシ

10板
12板
10板
14板
14板
15板
不明
10板
5面ナシ
5面ナシ
10板
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
5面ナシ
13板
16板
10板
15板
16板
5面ナシ
10板

11板

17板
12板
12板
11板
15板
17板
17板

14・15板

9板

7板

11板

9板

7板

12板

8板

14板

16板

16板
16板
19板
6板
9板
8板
9板
9板
9板
9板
9板
8板
9板
8板

13板まで、以下欠。
21板まで、以下欠。
18板まで、以下欠。
21板まで、以下欠。1板～5板まで欠。
21板まで、以下欠。26板の１面分あり。
29板まで、以下欠。
14板5面まで、以下欠。
14板まで、以下欠。

20板まで、以下欠。
16板まで、以下欠。

11板まで、以下欠。
13板まで、以下欠。1～3板まで欠。
15板まで、以下欠。
23板まで、以下欠。1～5板まで欠。
21板まで、以下欠。

18板まで、以下欠。1～7板まで欠。
印造枠ナシ。
19板まで、以下欠。

16板まで、以下欠。

24板まで、以下欠。
1～7板まで欠。

30板まで、以下欠。1～11板まで欠。
30板まで、以下欠。1～3板まで欠。
26板まで、以下欠。16板は5面1紙と1面1紙が
継いである。
15板まで、以下欠。
刻工＝王孜・林文・丘受・蔡青ほか
13板まで、以下欠。

17板まで、以下欠。

14板まで、以下欠。

刻工＝丘受・金老・李保ほか

刻工＝丘受・甘正ほか

刻工＝付言・林士・付中ほか

29板まで、以下欠。
刻工=丁升・戊文・椿・英ほか
24板まで、以下欠。
刻工＝彦・言・付言・付及・陳立ほか
29板まで、以下欠。刻工＝青
30板まで、以下欠。刻工＝林明・陳ほか
35板まで、以下欠。刻工＝周中・方・林有ほか
10板まで、以下欠。刻工＝言・積・宗
刻工＝英・劉ほか
刻工＝林妨・鄭昌ほか
刻工＝黄太・阮生ほか
刻工＝林近・鄭昌・王英ほか
刻工＝鄭昌・余奴ほか
17板まで、以下欠。刻工＝余記ほか
15板まで、以下欠。刻工＝丁光ほか
13板まで、以下欠。
刻工＝英・賜ほか
刻工＝曽逵ほか

東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東
開
開
開
開
開
開

開

開
開
開
開
開
開
開

開

開

開

開

開

開

開

開
開

開

開

開

G系
G系
G系
G系
G系
G系
G系
G系
G系
不明
不明
不明
不明
G系
不明
不明
不明
ナシ
ナシ
ナシ
不明

ナシ（無刷印）
ナシ
ナシ

（3行分無刷印）
ナシ
不明
Q
Q
Q
不明
不明

ナシ

Q

Q

R

ナシ

R

R

ナシ

N
ナシ
ナシ
N
欠
欠
N
欠
欠
N

不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
不明
17板
13板
不明
不明
13板
不明
不明
不明
不明
不明
18板
30板
不明
10板
不明

不明

不明
25板
23板
21板
28板
不明
不明

不明

不明

不明

不明

不明

13板

17板

15板

不明

不明

不明
不明
不明
不明
16板
16板
16板
16板
16板
不明
不明
不明
17板
15板

十九
二十三
二十四
二十六
二十八
二十九
三十一
一
二
三
六
十一
十三
十四
五
七

十一
十二
十三
十五
十六
十七

二十

二十二
二十三
二十四
二十五
二十八
二十九

三十

上

十四

上

五

六

八
十
六
十一
六
三十二
四十二
四十三
四十四
四十五
四十八
四十九
六十三
六十八

〈本源寺〉

両
面
刷

経名 巻数
千
字
文

総
板
数

題記 寺
5面1板の
位置

備考
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醍
醐
寺
蔵
本
の
場
合
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
的
に
東
禅
寺
版
の「
夫
」「
當
」「
甘
」、

開
元
寺
版
の「
天
」「
地
」の
五
箱
を
一
覧
表
に
し
て
示
し
た
。
東
禅
寺
版
に
つ
い
て
、

知
恩
院
蔵
本
と
同
様
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
第
九
板
が
五
面
一
板
の『
四
分
律
蔵
』巻

二
十
二
、『
摂
大
乗
論
』巻
四
が
総
板
数
十
八
板
で
、
こ
の
二
帖
の
み
。
第
十
板
が
五

面
の
場
合
は
、
総
板
数
十
八
板
が『
十
誦
律
』巻
五
十
四
、
総
板
数
十
九
板
が『
四
分

律
蔵
』巻
二
十
四
、『
摂
大
乗
論
』巻
五
、『
十
誦
律
』巻
五
十
一
、
五
十
二
、
五
十

三
、
五
十
七
、『
十
誦
律
毘
尼
』巻
上
の
七
帖
、
総
板
数
二
十
板
が『
摂
大
乗
論
』巻
七

の
一
帖
で
あ
る
。
第
十
一
板
が
五
面
の
場
合
は
、
総
板
数
二
十
一
板
が『
摂
大
乗
論
』

巻
九
、『
十
誦
律
』巻
五
十
五
、
五
十
六
の
三
帖
、
総
板
数
二
十
板
が『
十
誦
律
毘
尼
』

巻
中
の
一
帖
で
あ
る
。

　
次
に
、
開
元
寺
版
の
ケ
ー
ス
に
移
る
。「
天
」「
地
」箱『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』巻
一

か
ら
巻
二
十
迄
で
あ
る
。
五
面
一
板
は
、
第
七
板
か
第
八
板
か
で
あ
る
。
第
七
板

が
五
面
一
板
の
場
合
、
総
板
数
は
巻
三
、
十
七
の
二
帖
が
十
三
板
で
あ
り
、
第
八

板
が
五
面
一
板
の
場
合
、
総
板
数
は
巻
一
、
十
二
〜
十
六
、
十
九
の
七
帖
が
十
四

板
で
あ
り
、
巻
二
、
十
一
が
総
板
数
十
五
板
、
巻
十
八
が
十
六
板
で
あ
る
。

　
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
既
に
悉
皆
調
査
を
了
え
て
い
る
が
、
五

面
一
板
の
問
題
を
意
識
的
に
調
査
項
目
に
挙
げ
得
た
の
が
調
査
の
途
中
の
こ
と
で

あ
り
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
千
字
文
番
号「
達
」「
承
」「
集
」「
俊
」な
ど
か
ら「
一
板
五
面
」

の
確
認
で
き
る
も
の
の
み
拾
う
。

　
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
は
、
現
存
す
る
本
が
す
べ
て
に
亘
り
虫
損
な
ど
甚
だ
し

く
、
断
片
や
糊
は
が
れ
な
ど
の
数
も
多
く
、
五
面
一
板
の
確
認
は
勿
論
、
総
板
数

の
知
ら
れ
る
も
の
は
少
な
い
。

　
　
三
、
現
存
本
に
拠
る「
両
面
刷
」と「
一
板
五
面
」

　
日
本
現
存
の
宋
版
一
切
経
に

”両
面
刷
“
の
帖
が
現
存
す
る
。
こ
の
点
の
指
摘

と
し
て
最
新
の
も
の
は
、
中
村
一
紀
氏「
書
陵
部
所
蔵
宋
版
一
切
経
の
来
歴
に
つ
い

て
、
そ
の
印
造
か
ら
現
代
ま
で
―
時
々
の
保
全
活
動
を
交
え
て
―
」（『
禁
裏
・
公
家

文
庫
研
究
』第
二
輯
　
二
〇
〇
六
年
三
月
　
思
文
閣
出
版
）の
補
注（
５
）に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　「
現
在
南
宋
後
期
の
印
造
と
し
て
右
の
四
蔵
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
補
刻
を
行
い

な
が
ら
も
印
刷
方
法
は
同
じ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
が
、
金
沢
文
庫
蔵
お
よ
び

書
陵
部
蔵
で
は
他
と
一
部
に
摺
り
方
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
東
寺
・
本

源
寺
の
各
蔵
で
は
、
経
巻
に
よ
っ
て
は
途
中
の
葉
で
そ
の
半
分
か
ら
以
後
を
裏
面

に
折
り
返
し
て
両
面
に
印
刷
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
東
寺
夙
字
函『
中

阿
合
経
』（
東
禅
寺
版
）巻
一
六
、
巻
一
八
は
共
に
全
一
八
葉
で
あ
る
が
、
両
巻
と
も

第
一
五
葉
第
三
面
で
裏
面
に
折
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
魏
字
函『
妙
法
蓮

華
経
文
句
』（
東
禅
寺
版
）巻
一
〇
は
全
二
九
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
五
葉
の
第
三

面
で
以
降
は
裏
面
に
折
り
返
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
形
態
は
南
宋
も
比
較
的
早
い

頃
の
印
造
と
い
わ
れ
る
醍
醐
寺
所
蔵
経
　
字
函『
止
観
輔
行
傳
弘
決
』（
東
禅
寺
版
）に

お
い
て
も
全
三
三
葉
中
第
一
七
葉
五
面
か
ら
裏
に
折
り
返
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
本
蔵
の
魏
字
一
函『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』（
東
禅
寺
版
）で
は
折
り
返
さ
ず
に
全
文

表
に
印
刷
し
て
い
る
。
ま
た
金
沢
文
庫
蔵
の『
中
阿
合
経
』は
東
寺
と
同
版
で
あ
る

が
、
文
庫
の
西
岡
芳
文
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
書
陵
部
蔵
と
同
じ
く
表
面
の
み
の

印
刷
で
あ
る
と
い
う
。
裏
面
に
折
り
返
す
の
は
紙
の
節
約
に
よ
る
の
か
、
ま
た
表

面
の
み
の
印
刷
は
手
間
を
省
い
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
と
も
か
く
南
宋
後

期
後
半
に
印
造
さ
れ
た
こ
の
二
蔵
に
の
み
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
形
状
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
み
な
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
東
禅
寺
版
に
限
っ
た
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こ
と
か
は
他
蔵
の
精
査
が
進
ま
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
」

　「
五
面
一
板
」の
位
置
は
、
東
寺
蔵『
妙
法
華
経
文
句
』巻
十（
東
禅
寺
版
）

で
は
全
二
十
九
板
の
約
半
分
の
第
十
五
板
に
当
る
が
、
表
面
か
ら
裏
面
へ

は
第
十
五
板
で
、
第
一
面
か
ら
第
三
面
迄
が
表
面
、
後
表
紙
を
挟
ん
で
、

同
第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
移
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
十

五
板
は
、
総
板
数
の
約
半
分
に
当
る
。
醍
醐
寺
蔵『
妙
法
華
経
文
句
』巻
一

〜
七
も
又
、
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
巻
一
・
四
の
両
帖
は
、
全
三
十
一
板

（
葉
）で
、
第
十
六
板
か
ら
五
面
一
板
に
当
り
、
表
面
は
第
十
五
板
第
三
面

ま
で
、
後
表
紙
を
挟
ん
で
第
四
・
五
面
は
裏
面
へ
廻
る
。
巻
二
は
、
全
二

十
九
板
、
第
十
五
板
が
五
面
一
板
に
当
り
、
そ
の
第
一
面
か
ら
第
三
面
迄

と
後
表
紙
見
返
し
一
面
が
表
面
に
、
紙
背
は
後
表
紙
見
返
し
一
面
と
、
第

十
五
板
の
第
四
・
五
面
へ
と
連
続
す
る
。

　
巻
六
・
七
の
両
帖
は
、
各
々
全
板
数
が
三
十
三
板
と
三
十
二
板
で
、
い

ず
れ
も
十
六
板
が
五
面
一
板
で
あ
る
。
後
表
紙
を
挟
ん
で
裏
面
は
六
面
一

板
の
第
十
七
板
以
下
に
連
続
す
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
、
往
々
に
し
て
五

面
一
板
を
も
っ
て
、
表
・
裏
面
の
境
と
し
た「
両
面
刷
」の
帖
冊
が
認
め
ら

れ
る
。
更
に
例
を
加
え
る
な
ら
ば
、
前
掲
の
醍
醐
寺
蔵『
十
誦
律
』巻
五
十

三
・
五
十
四
、『
十
誦
律
毘
尼
』巻
上
・
下
は
、
す
べ
て「
五
面
一
板
」の
葉

を
も
っ
て
表
面
か
ら
後
表
紙
を
挟
み
、
裏
面
へ
連
続
し
て
い
る
両
面
刷
で

あ
る
。
ま
さ
に「
五
面
一
板
」の
葉
を
も
っ
て
表
・
裏
両
面
に
亘
る
の
で
あ

る
。
　

　
し
か
し
、
現
存
の
両
面
刷
の
帖
が
す
べ
て

”五
面
一
板
“
の
葉
を
も
っ

て
表
面
か
ら
裏
面
へ
移
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
云
え
な
い
。

　
こ
こ
で
、
東
禅
寺
版
の
経
巻
帖
数
を
同
じ
く
す
る
醍
醐
寺
・
知
恩
院
蔵

5面1板の位置

5面ナシ

9板

5面ナシ

10板

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

備考

オモテ：14板3面まで。ウラ面は14板4面～。

オモテ：14板3面まで。見返し1面空白あり。ウラ面は14板第4面～。

オモテ：14板まで。ウラ面は15板～。

オモテ：12板3面まで。ウラ面は12板4面～。

オモテ：14板3面まで。ウラ面は14板4面～。

オモテ：13板3面まで。ウラ面は13板4面～。

寺

東

東

東

東

東

東

東

東

東

総板数

16板

18板

17板

19板

15板

17板

18板

17板

15板

巻数

二十一

二十二

二十三

二十四

二十五

二十六

二十七

二十八

二十九

経名

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

両面刷

○

○

○

○

○

○

5面1板の位置

5面ナシ

9板

5面ナシ

10板

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

5面ナシ

備考

10板は3面までオモテ。ウラ第1面空白を挟んで4・5面ウラ。

オモテ：9板3面まで。ウラ面は9板4面～。

寺

東

東

東

東

東

東

東

東

東

総板数

16板

18板

17板

19板

15板

17板

18板

17板

15板

巻数

二十一

二十二

二十三

二十四

二十五

二十六

二十七

二十八

二十九

経名

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

四分律蔵

両面刷

○

○

醍醐寺蔵

知恩院蔵



実践女子大学文学部　紀要　第53集

－9－

の

”両
面
刷
“
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
刷
印
が
裏
面
に
及
ぶ
箇
所

を
異
に
し
て
、
そ
こ
に
法
則
性
や
規
則
性
を
見
出
し
難
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
前

引
の
知
恩
院
本
の

”五
面
一
板
“
の
一
覧
表
の「
夫
」箱（『
四
分
律
蔵
』巻
二
十
一
至

巻
二
十
九
）を
、
同
じ
東
禅
寺
版
の
醍
醐
寺
蔵
刊
一
切
経
の「
夫
」箱
と
比
較
す
る
な

ら
ば
、
醍
醐
寺
蔵
の
巻
二
十
二
・
二
十
四
の
両
巻
は
、
五
面
一
板
の
第
九
・
第
十

板
と
無
縁
の
、
六
面
一
板
の
葉
を
も
っ
て
裏
面
へ
移
る
両
面
刷
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
知
恩
院
蔵
の
巻
二
十
四
の
方
が
、
五
面
一
板
の
第
十
板
第
三
面
ま
で
を
表
面

と
し
、
後
表
紙
を
挟
む
形
で
裏
面
に
及
び
、
見
返
し
一
面
か
ら
第
十
板
第
四
・
五

面
へ
連
続
す
る「
一
板
五
面
」に
係
わ
る
両
面
刷
で
あ
る
。

　　
　
結
び
、「
一
板
五
面
」と
両
面
刷
　
―
試
案
―

　
以
上
第
三
章
ま
で
の
サ
ン
プ
ル
的
な
抽
出
調
査
と
分
析
に
基
き
、
各
蔵
毎
に
表

示
す
る
。

　
今
後
の
調
査
で
例
外
も
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
が（
と
く
に
千
字
文
番
号
の
遅

い
も
の
や
、
追
蔵
の
も
の
に
多
少
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
）、
現
在
調
査
済
み
の

範
囲
で
恣
意
的
に
拾
っ
た
見
本
と
し
て
示
す
。

　
表
の
見
方
の
一
例
を
挙
げ
る
。
醍
醐
寺
・
東
禅
寺
版
の
総
板
数
十
八
板
の
項
を

見
る
と
、「
一
板
五
面
」葉
の
な
い
も
の
が
一
例（
点
数
）、「
一
板
五
面
」葉
の
存
在
す

る
も
の
が
合
計
で
三
例
、
う
ち
第
九
板
が「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
二
例
、
第
十
板
が

「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
一
例
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
総
板
数
十
九
板
の
項
は
、「
一

板
五
面
」葉
の
な
い
も
の
は
な
く
、
第
十
板
が「
一
板
五
面
」葉
の
も
の
八
例
を
数
え

る
。

点
数

総板数 11 222120191817161514

1(?)4521

1312

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

2

（9板）

1

（10板）

8

（10板）

1

（10板）

4

（11板）

1

（12板）

点
数

総板数 23 3433323130292827262524

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

醍醐寺・東禅寺版
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点
数

総板数 11 2221201918171615141312

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

2

（8板）

2

（7板）

7

（7板）

7

（8板）

2

（8板）

点
数

総板数 23 3433323130292827262524

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

醍醐寺・開元寺版

点
数

総板数 11 2221201918171615141312

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

1

（11板）

1412

4

（9板）

3

（10板）

1

（11板）

1

（12板）

4

（12板）

1

（14板）

1

（14板）

2

（16板）

1

（17板）
点
数

総板数 23 3433323130292827262524

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

知恩院・東禅寺版
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一
覧
表
か
ら
推
測
し
う
る
の
は
、
東
禅
寺
版
は
総
板
数
十
八
板
以
上
の
帖
に
必

ず

”一
板
五
面
“
の
葉
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
葉
は
、
総
板
数

の
半
分
の
位
置
の
板
数
を
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
少
な
く
と
も
総
板
数
の
半
分
を

下
る
こ
と
は
な
い
。
開
元
寺
版
に
つ
い
て
は
、
総
板
数
十
三
板
以
上
の
帖
に
必
ず

”一
板
五
面
“
の
葉
が
存
し
、
し
か
も
そ
の
葉
は
東
禅
寺
版
と
同
様
に
、
総
板
数
の

半
分
の
位
置
の
板
数
を
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
少
な
く
と
も
総
板
数
の
半
分
を
下

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
規
則
性
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
済
み
の
帖
に
、
ほ
ぼ
適
用

で
き
る（
但
し
、
調
査
の
初
期
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
欠
い
て
い
た
の
で

調
書
に
は

”一
板
五
面
“
葉
の
確
認
を
落
と
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ

と
を
付
記
す
る
）。

　
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
試
案
を
提
示
す
る

こ
と
を
許
し
て
頂
く
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
い
ず
れ
も
刊
行
の
計
画
立
案
に

際
し
て
当
初
は「
両
面
刷
」を
プ
ラ
ン
と
し
た
も
の（
お
そ
ら
く
、
”紙
数
“
か
ら
函

数
に
至
る
ま
で
割
り
出
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
）で
あ
っ
た
か
。
東
禅
寺
版

は
、
総
板
数
十
八
板
以
上
、
開
元
寺
版
は
総
板
数
十
三
板
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

「
両
面
刷
」を
前
提
と
し
て「
雕
・
印
」（

”印
造
“
”装
　
“
に
関
し
て
は
確
言
し
得

る
材
料
は
な
い
が
）を
行
う
手
筈
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す
る
。

　
現
存
の
両
面
刷
の
事
例
と
の
対
応
関
係
を
考
慮
し
て
、「
両
面
刷
」の
プ
ラ
ン
の
際

に「
五
面
一
板
」の
葉
が
、
想
定
さ
れ
た
両
面
刷
の
折
り
返
し
の
目
安
で
あ
っ
た
、
と

い
う
推
測
は
、
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
知
恩
院
蔵
本
や
醍
醐
寺
蔵
本

の
印
造
・
装
丁
期
に
は
、
そ
う
し
た
理
解
が
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
プ
ラ
ン
当
初
は
、
後
表
紙
及
び
見
返
し
を
備
え
た「
五
面
一

板
」の
葉
を
も
っ
て
折
り
返
し
た
両
面
刷
の
一
帖
が
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
、
と
思

わ
れ
る
。

点
数

総板数 11 2221201918171615141312

1 115面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

1

（9板）

1

（8板）

4

（8板）

1

（9板）

点
数

総板数 23 3433323130292827262524

5面ナシ

5面アリ

（5面の位置）

知恩院・開元寺版
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何
故
、
東
禅
寺
版
が
総
板
数
十
八
板
以
上
、
開
元
寺
版
が
総
板
数
十
三
板
以
上

に「
両
面
刷
」を
想
定
し
た
の
か
、
そ
の
判
断
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
の
推
測
は
、
別

稿
に
譲
る
。

　
表
紙
な
ど
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
知
恩
院
蔵
本
は
す
べ
て
近
世
に
お
け
る
改

装
の
手
を
経
て
お
り
、
醍
醐
寺
蔵
本
も
原
装
を
残
す
も
部
分
的
な
改
装
を
経
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
確
言
で
き
る
範
囲
は
極
め
て
狭
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
刷
印
時
と
雕
刻
時
と
が
ほ
ぼ
同
時
頃
の
、
即
ち

”修
“
な
ど
の
な
い
早
印
に

恵
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
補
刻
葉
を
も
っ
て
推
測
の
材
料
に
せ
ざ
る
を
得
な
い

点
も
、
断
定
を
難
し
く
し
て
い
る
。

　
な
お
、
日
本
舶
載
の
宋
版
一
切
経
の
内
、
現
存
す
る
一
蔵
分
の
東
禅
寺
版
な
ど

に
関
す
る
各
蔵
の
刷
印
時
期
は
、
牧
野「
宋
版
一
切
経
補
刻
葉
に
見
え
る「
下
州
千
葉

寺
了
行
」の
周
辺
」（『
東
方
学
報
　
京
都
』第
七
三
冊
、
二
〇
〇
一
）、
同「
我
邦
舶
載

東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期
に
つ
い
て
の
一
事
実
　
―
東
寺
蔵
一
切
経
本
東
禅
寺
版
と

本
源
寺
蔵
一
切
経
本
東
禅
寺
版
の
刷
印
時
期
―
」（『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
』第

六
号
、
二
〇
〇
四
）な
ど
御
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
本
稿
は
、
科
研
特
定
領
域
研
究「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」（
二
〇
〇
一
〜
二

〇
〇
四
年
）・
科
研
挑
戦
的
萌
芽
研
究（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
）に
拠
る
調
査

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
研
究
で
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
度
科
研
基
盤
研
究（
Ｂ
）課
題
番

号
２
２
３
２
０
０
５
に
拠
る
調
査
情
報
蒐
集
に
拠
る
新
知
見（
い
ず
れ
調
査
報
告
書

に
盛
り
込
む
予
定
）を
見
据
え
た
枠
組
み
と
し
て
納
ま
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
附
記
す
る
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
な
お
な
お
、
平
成
十
五
年
度
本
源
寺
調
査
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
を
確
認
し
て

い
た
の
で
、
追
記
し
て
お
く
。

　
前
期
思
渓
版
の『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』（
三
聖
寺
旧
蔵
の「
圓
覚
寺
司
自
紙
板
」墨

文
印
の
あ
る
も
の
）に
拠
る
な
ら
ば
、
版
式
は
開
元
寺
版
と
同
じ
く
六
面
一
紙
。
総

板
数
半
ば
で
、
五
面
一
紙
を
混
じ
え
る
が
、
音
義
を
巻
末
尾
題
に
附
す
も
の
で
あ

る
。
刻
工
名
の
位
置
も
開
元
寺
版
に
同
じ
。
東
禅
寺
版
に
始
ま
っ
た
、
両
面
刷
を

予
想
し
た
五
面
一
板
を
混
在
さ
せ
る
形
式
は
、
思
渓
版
に
も
当
初
は
継
続
さ
れ
て

い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（
と
く
に
開
元
寺
版
の
形
式
を
学
ぶ
か
）。


